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活動報告書 

分科会 A  

報告者氏名： 井上賞子                           

所属： 松江市立意東小学校          

貸与機器 Pepper、iPadMini 

【対象児の情報】 

・学年  5 年 

・障害と困難の内容 複数回答可（複数回答の場合には主たる障がいは◎をとしてください） 

    ■自閉症スペクトラム症 ◎ 

■読み書き障がい（ディスレクシア，ディスグラフィア） 

■注意欠損多動性障がい（AD/HD） 

【活動進捗】 

当初のねらい（計画書の学習目標）と活動による方向性の確認状況 

① 自立して学べる手だてを身に着ける 

② 学習したことを活用する場を広げる 

実施期間  令和２年４月～８月 

実施者   井上賞子 

実施者と対象児の関係   担任 

 

【活動内容と対象児の変化】 

対象児の事前の状況 

・自閉症・情緒障害特別支援学級在籍 5年生 

・鉛筆を持った経験もなく、読める文字が 1 文字もない状態で入学してきたが、読み書きについては、これま

での魔法の取り組みの中で身に着いてきている。しかし、依然として滑らかさには課題が残り、特性上の困難

は強い。 

・多動傾向もあり、集中の継続が難しく、集団の中では聞き落としも多い。 

・言われたことには真面目に取り組めるが、自分から「こうしたほうがいいんじゃないか」という提案や視点

は出てこない。 

・語彙が少なくイメージを描いて理解することが苦手なため、勘違いすることが多く、またそれに気づきにく

いため混乱することがある 

・情報が増えると整理の仕方がわからず、新しい内容の学習に取り組む際は受け身になりがち 

・知識は増えてきたが、「してもらう」ことが多い環境の中、日常の生活で生かせていないものも多い 

・量感が弱く、机上で答えられる課題でも実物に投影していくことが難しい 

 

活動の具体的内容 

①自立して学べる手だてを身に着ける 

〇動画教材を活用して、学習のイメージを持ってから授業に参加するスタイルを習慣づけていく 

・事前学習を行うことで、見通しをもって交流学級での授業に参加する機会を持つ 

〇ノートテイクの方法を身につけることで、情報を整理し参照しながら解決していく体験を重ねていく 

・「調べる→まとめる→蓄積する→参照する」というサイクルを活用できるようにしていく 
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☆今年度からスタートした交流級での「理科」での取り組み 

〇イメージを持って学習に向かう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学習したことを整理して記録する 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇確認しながら定着を目指す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※OneNote はカテゴリーの階層があるので、プリントの課題を「調べて」解決する際に使用した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※MetaMojiNote は１ページか独立しているので、自分で解答ページと照らし合わせて復習するのに使用した 
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②学習したことを活用する場を広げる 

〇表示を手掛かりに、できることを増やしていく「表示があれば大丈夫」 

・「表示から手順を整理する→動画を作成→動画を見ながら実行→振り返り→再度実行」をすることで、表示を

手掛かりにすれば１人で作れるという自信を広げていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇予測と実測を繰り返しながら身の回りの物の長さを体感していく 「測ってみよう～長さ編～」 

・身の回りの大きなものや小さいものを「予測→実測」 

して記録に取ることを繰り返す中で、「だいたいこのく 

らい」という見通しを持ちやすくする 

 

 

 

 

 

 

 

☆測ってみたよ「小さいもの」             ☆測ってみたよ「大きいもの」 

 

 

 

 

 

 

 

 

※OneNote に「予想」「結果」の項目のあるテンプレートを作り、記録していった 
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〇活動の中で課題を再発見していく 

・選択の活動の中でみつけた「洗濯のコツ」に「少しはな

して干す」を挙げたのをきっかけに、「どうして離してほす

のかな？」という課題を探った。 

・最初の予想では、「洗濯ものに水がついているから、はな

して干すと洗濯ものが当たらないから乾きやすくなる」と、

「ぬれているものがあたると乾きにくいからではないか」

と考えており、水蒸気については思いついていなかった。 

・予想たてた上で、1年生のカッパについた水滴を観察して「乾く」について考えていく中で去年の理科での学

習した「水蒸気」の存在を思い出した。写真に考えを手書きしていき、大切な言葉を打ち込んでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・インターネットでも調べていき、一番わかりやすいと思った情報をOneNote にはり、さらに自分の言葉と絵

でわかったことをまとめていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象児の事後の変化 

①について 

・今年度からスタートした交流級での理科だったが、スムーズに参加し、内容についても理解できている。 

・理科があった日の振り返り日記には「理科を

がんばった」ことを頻繁に書いていて「簡単だ

った」と自信をのぞかせる記載も増えている。 

②について 

表示があれば大丈夫 

・表示があるものは自分で作れるという見通しを持てるようになってきている。 

・複数回同じものを作ってみたことで、手順書がなくてもできるものも増えている。 

・家族に喜んでもらったり、自分の好きなものが作れたりすることで、意欲が継続している。 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均

点数 90 96 100 100 90 75 100 95 85 90 92.1

 

測ってみよう 

・予想→実測を繰り返したり、自分の体を基準にして考えた 

りする中で、長さに対して「どのくらいか」を考えようとす 

る姿が見られた。 

 

 

 

活動の中で課題を再発見していく 

・学習の終わりにマインドマップでまとめたとこ

ろ、「日光であったまるといいかなとはなんとな

く思っていたけど、風のことは考えてなかった。

水蒸気が風でいなくなるから離したほうがいい

んだとわかった」と話すなど、洗濯という身近な

行為の中の科学的な事象に気づいていた。 

【報告者の気づきとエビデンス】 

〇主観的気づき 

・事前学習でのイメージ化と事後学習での情報の整理を学習のパターンにしたことで、「自分の学びやすさ」

を自立して遂行していけるようになったのではないか 

・宿題を活用して学校での学習を自分の生活の中で生かす取り組みを行ったことで、自分の身の回りの事象へ

の関心や理解が広がったのではないか 

自立して学べる手だてを身に着けることを目指した取り組みにかかわって 

・理科はテストも通常学級で、他の子と一斉に受

けているが、2学期末までの時点で平均が 9割を

超え、理解の状況が良好であることが伺えた。      

・また、学習した直後ではないまとめのテスト

においても90点と高得点が取れていることか

ら、学習したことが日数を置いても定着した理

解につながっていると思われる。 

・理科のプリントに取り組む際や返却されたテ

ストを見直す場面で、OneNote を開き、自分

で階層になっている情報をスムーズにたどっ

て、情報を参照する姿が見られた。 

学習したことを活用する場を広げることを目指した取り組みにかかわって 

・家で作ったジャムが焦げてしまった際、手順を見直すことで、

自分で解決策を見つけ、再挑戦で成功させたり、表示のまま作る

ところから、「キムチリゾットってあるんだって、それにしてみよ

うかな」と、自分の好みにアレンジすることを始めたりと、「知る」

で終わらず考えて行動にうつす姿が見られた。 

 

【理科の業者テストの点数 ピンクはまとめの回】 


